
















































































































斎橋店に 「美術部」を創設 して,美 術品の販
売を開始 した。それまでの新画作品の売買の
仕方は画家への直接依頼か画会や画商などで
作品を入手するのが常であった。これに対し
て百貨店での美術品販売は不特定多数のお客
を対象にして作品を展示販売することにあっ
たQ
ではどんなや り方で美術部を運営 していっ
たのであろうか。
『高島屋美術部五〇年史』掲載の当時の様
子を示す資料から判明することは,画家に作
品を直接依頼する,作 品の値段は合議で決定
する,お得意様廻 りをして顧客に売り込むな
どであった。つまり呉服商から発展して百貨
店の形を取りながら,この美術部においては
旧来の方法が生きていたことを思わせる。一
方で展覧会形式によってm客 に販売,同 時
に顧客には訪問販売 という二重の販売方法を
駆使 していたことが理解される。
5.ま と め
高島屋が明治42年に開催 した 「現代名家百
幅畫會」はその日程も含めて文展を強く意識
しており,竹内栖鳳がこの企画に参加してい
たことは確実である。高島屋を始め,多 くの
百貨店で美術品を商品としている。特に高島
屋においては,竹 内栖鳳が明治21年頃か ら友
禅下絵を描いていたために深い関係があった。
約20年の時間が経過 して京都画壇の中心画家
に成長した竹内栖鳳 と高島屋の関係によって,
美術品がスムーズに百貨店の商品となり,特
色ある取り扱い方がなされることになったの
ではないだろうかQ
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